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第 3 章では，不純物元素の異なる 24種の材料に対して高温割れ試験を行い，その結果を用いて線形回


































から明確にしている。とくに MnS ， MnO , AINおよびA1 2 0 3等の粒界析出物の密度と延性の関係を
定量的に評価し，上記の回帰分析結果の意味を明らかにしている O また溶接金属の樹枝状晶境界のミ
クロ偏析が粒界析出を促進させること，粒界移動と動的再結晶が延性回復因子として作用することを
明示している。
以上のように，本論文はお -36% Ni合金インパーの再加熱高温割れについて割れ発生挙動，割れ
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試験法および実際の溶接施工において割れが発生しない成分条件を明らかにし，また割れの発生機構に
ついても提案しており，その成果は溶接工学並びに工業上貢献するところが大である。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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